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論文内容の要旨

Gudden の橋背側および腹側被蓋核は後部視床下部や脚間核と結ぶ中継核で辺縁系の機能に関与する

と言われているが乙れらの系に含まれる神経活性物質についてはあまり知られていない。本研究は乙の両

亜核l乙エンケファリン陽性構造が豊富に存在する乙とに注目し免疫組織化学的手法を用いエンケファリン

(ENK) の入出力系について検討した。

【方法ならびに成績】

体重約 70 g のWjstar 系雄性ラットを実験動物として用いた。 各種手術はネンブタール麻酔下で、行っ

た。コノレヒチン投与ラットは 2 日後，又電気破壊・各種切断動物は 1 週間後にザンボニ液にて濯流回した。

エンケファリン (ENK) の同定には当教室作成ラビットポリクロ一ナノレ抗体を用い第二抗体は FITC 標

識抗ラビット IgG(マイノレス社)を使用し蛍光顕徴鏡下で観察した。

(1) ENK様陽性構造の分布

ENK様陽性構造は腹側被蓋核 (VT) ，とは陽性終末，背側被蓋核 (DT) には特に背側部 (DTT) に

限局して陽性細胞と陽性終末が観察された。

(2) VT内 ENK様線維の起始の解明

超薄ナイフにて①VTの尾部，②VT と乳頭体間，③乳頭体と視床下部腹内側核問の 3 種の片側前頭

断施行後VT 内 ENK様線維の変化を観察した結果②のケースにのみ同側性に減少した。 乙れらのこと

より乳頭体 (MB) 内に存在する ENK様細胞が乙の起始である可能性が示唆された。

次l乙MB を電気的に破壊( 1 mA 直流 10 秒間)した。 ENK様細胞はMBの中央部に位置する内側
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亜核，前背側亜核l乙特 l乙多数の細胞が存在する。 MBの前部を破壊した例ではVTの後部の， 逆にMB

の後部破壊例では VTの前部が，全MB破壊例では全VTの ENK様線維の減少がいずれも同側性に認め

られた。 以上の実験結果より VTの ENK様線維の起始は同側MBである乙と，更に乙の投射には部位

特異性があり MBの前部からは VTの後部へ， MBの後部からは VTの前部へ投射する乙とが明らかにな

っ Tこ。

(3) DDT内 ENK様細胞の投射部について

片側DDTの電気破壊は対側脚間核( i p )の背外側亜核の ENK様線維の消失をもたらした。乙の変化

は i p の吻側， DTの尾側，又DTの外側の切断では認められなかった。乙れらの事実は DDTの ENK様

細胞は対側脚間核背側亜核へ投射する乙とを示す。

は) DDT内 ENK様線維の起始について

DTの吻側， DTの尾側， DTの外側を切断したところいずれも DDT内 ENK様線維は減少しなかった。

又乙の三者切断部に固まれる領域では ENK様細胞は DDT内に集中している。これらの事実は DDT内

ENK様線維は DDT内の ENK様細胞から供給される可能性が高い。

【総括】

本研究により Gudden の橋被蓋核と乳頭体，脚間核を結ぶ次の三種のエンケファリン投射系が明らかに

なった。

(1) 乳頭体から同側腹側被蓋核への投射

(2) 背側被蓋核から対側脚間核への投射

(3) 背側被蓋核内在性支配

論文審査の結果の要旨

本研究は，辺縁脳に含まれる Gudden の橋背側ならびに腹側被蓋核のエンケファリン系について，ラッ

トを用い免疫組織化学的に検討し，①乳頭体から同側腹側被蓋核へ投射，②背側被蓋核から対側脚間核へ

投射，③背側被蓋核内エンケファリン支配を証明し，エンケファリンが辺縁系内の重要な神経要素である

ことを示した。

乙の研究成績は，辺縁機能の発現にエンケファリンが重要な働きを示す乙とを見い出した価値ある新知

見であり，医学博士の学位を授与するに相当するものと判定した。
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